
海上空港のある花と史跡のまち 昭和59年10月1日 Nω11

市政だより ー人口の動き
(前月比〉

人口計 68，859 +182 

男 33，062 +ワ4
女 35，ワ9ワ +108

世帯数 20， 485 + 49 
9月1日現在一

mη。白川匂なêê~lν、一、 /μr --'J \'-(~(. ~Jl L- 寸

ーかたまち保育園・ 9月23日一
子供たちの歓声が響くスポーツの秋食欲の秋 そして静かな読書の秋

夏が情熱の恋なら 秋は淡い初恋…… そんな季節になりました

あなたにとって今年の秋は どんな秋になりそうですか 実りの秋にしたいですね

毎月1日・15日発行 発行所/大村市役所告側③4111 編集/広報公聴課 印制所/側大 村 活 版



(2)川りむお

|国民健康保険では|

お川H川

包司司日Q叩ほが
f醐叫'"'-' 10月1日から~始まります

園
民
健
康
保
険
に
、
新
た
に
退
職

者
医
療
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は
痛
院
な
ど
で
麦

払
う
自
コ
員
相
績
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

入
院
H
H
2
割

外
来
l
2割

被
扶
養
者

入
院
1
2
割

外
来
l
3割

退
職
者
本
人

退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け

る
人
に
は
退
職
被
保
険
者
等
証
明
書

f 

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
今
ま
で
の
被

保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

退
職
被
保
険
者
の
人
で
被
扶
養
者

が
い
る
場
合
に
は
被
扶
養
者
届
そ
の

他
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ

。
被
扶
養
者
の
基
準

退
職
被
保
険
者
の
配
偶
者
や
三
親

等
内
の
親
族
で
退
職
被
保
険
者
と
同

一
世
帯
に
属
し
主
と
し
て
そ
の
人
の

収
入
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る

人
で
年
間
収
入
が
卯
万
円
未
満
(
日

歳
以
上
の
人
ま
た
は

一
定
程
度
の
障

害
を
有
す
る
場
合
に
は

1
4
0
万
円

未
満
)
の
人
で
す
。

退
職
者
医
療
制
度
は
日
月
1
日
よ

り
実
施
さ
れ
ま
す
。

昭
和
問
年
3
月
末
ま
で
に
裁
定
さ

れ
た
人
に
つ
い
て
は
証
明
書
を
送
付

い
た
し
ま
す
。
4
月
以
降
、
新
た
に

受
給
し
て
い
る
人
な
ど
、
自
分
も
該

当
す
る
の
で
は
と
思
わ
れ
る
人
は
年

金
証
書
な
ど
を
持
参
の
上
、
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

間
合
わ
せ
先

保
険
年
金
課
保
険
係

き
れ
い
な
街
を
つ
く
る
た
め

違
反
広
告
物
を
な
く
し
ま
し
ょ
う

叩
月
日
日

l
u
日
は
、
屋
外
広
告

物
指
導
強
調
旬
間
で
す
。

屋
外
広
告
物
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

。
許
可
を
受
け
て
い
ま
す
か

県
が
定
め
た
都
市
計
画
区
域
な
ど

許
可
を
必
要
と
す
る
地
域
に
設
置

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
諌
早
土

木
事
務
所
(
諌
阜
市
永
昌
東
町
お

1
8
、
宮
諌
早
②
0
0
1
6
)
で

許
可
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

。
禁
止
物
件
に
設
置
し
て
い
ま
せ
ん

か街
路
樹
、
電
柱
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

街
路
柱
な
ど
に
は
、
は
り
紙
、
は

り
札
、
立
看
板
は
で
き
ま
せ
ん
。

。
道
路
上
に
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
か

道
路
上
に
は
、
道
路
法
と
道
路
交

通
法
に
よ
り
、
道
路
の
維
持
管
理
、

交
通
保
安
の
た
め
設
置
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

10月 11日 (本)

~ 20日 (土)8白眼~
今回の運動は仁少年を取りまく社会環境の浄化」を重唱に行われ

ます。

いかがわしい雑誌や性を露骨に表現したテレビ・映画・ 看板など

悪い環境をつくっているのは大人社会です。

非行に走らせないよう、大人がよりよい環境づくりに努めましょう。

お手伝い (工事中 ご迷惑をおかけしますが、ご協力ください)明るいくらしの※下水道
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一
者
一
一
を
…

「
」
防
-
の
ル
…

釘
可
よ
売
フ
隠

再
ア
ム
眼
ラ
に

E
F
Eト
ぐ

一
消
二
通
防

通
信
販
売
は
、
新
聞

・
雑
誌
、
テ

レ
ビ
な
ど
の
広
告
や
カ
タ
ロ
グ
で
、

い
な
が
ら
に
し
て
品
選
び
が
で
き
て

便
利
で
す
が
、
そ
の
反
面
ト
ラ
ブ
ル

も
多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

苦
情
や
相
談
の
多
い
事
例
と
し
て
は

O
外
観
、
品
質
、
性
能
が
イ
メ
ー
ジ

と
違

P

フ
。

O
商
品
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
が
届

か
な
い
。
到
着
が
遅
い
。

O
品
質
、
機
能
、
安
全
性
に
不
安
が

むおお市政だより(3) 

や
め
ス
d
o

O
よ
く
考
え
た
ら
不
要
に
な
っ
た
。

O
解
約
し
た
の
に
商
品
が
送
ら
れ
、

代
金
を
請
求
さ
れ
た
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

取
引
条
件
を
確
か
め
て
注
文
す
る

現
物
を
見
な
い
で
、
広
告
や
カ
タ

ロ
グ
で
注
文
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

慎
重
に
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

広
告
に
は
、
販
売
価
格
、
送
料
負
担

の
有
無
、
代
金
の
支
払
時
期
と
方
法
、

商
品
の
引
渡
し
時
期
、
返
品
の
可
否
、

申
込
期
限
、
販
売
業
者
名
と
住
所
な

ど
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
取
引
条
件
を
よ
く
読
み
、
さ

ち
に
詳
し
い
カ
タ
ロ
グ
や
説
明
書
を

請
求
し
て
、
よ
く
調
べ
て
か
ら
注
文

員季せな主目C警交与害国島i季語大 (盆
任 利 てお料会ま 4つ、目運止んは、 t てフ
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自⑩

b 
a 

M 去につぶしてし吋 すす

ー
レ
宇
ナ
し
よ
う
'0

電
話
で
の
注
文
は
、
取
引
条
件
を

確
か
め
、
希
望
内
容
を
は
っ
き
り
伝

え
、
業
者
に
も
復
唱
し
て
も
ら
い
ま

?
し
ト
ム
F

P

勺
ノ
。

長
崎
財
務
部
が

長
崎
財
務
事
務
所

に
変
り
ま
す

叩
月
1
日
よ
り
、
大
蔵
省
福
岡
財

務
支
局
「
長
崎
財
務
部
」
が
「
長
崎

財
務
所
」
と
し
て
発
足
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
改
革
に
よ
り
、
福

岡
財
務
支
局
へ
事
務
が
移
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
関
連
の
深

い
、
固
有
財
産
の
貸
付
事
務
、
金
融

機
関
な
ら
び
に
サ
ラ
金
な
ど
貸
金
業

の
監
督
事
務
、
地
方
公
共
団
体
に
対

す
る
融
資
事
務
な
ど
は
引
き
続
き
、

「長
崎
財
務
事
務
所
」
で
行
い
ま
す
。

さ
い
。皆

さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

申
込
・
間
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

ご

存

知

で

す

か

漏
電
し
ゃ
断
器

の

取

扱

い

九
州
電
力
大
村
営
業
所

(
宮
②

2
1
ワ
1
)

・
漏
電
し
ゃ
断
器
は
、
漏
れ
て
い
る

微
弱
な
電
流
に
も
反
応
し
ま
す
の
で
、

雷
な
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
で
切
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
事
故

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
つ
ま
み
を

「
入
」
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

-
漏
電
し
ゃ
断
器
に
は
、
し
ゃ
断
器

自
体
が
正
常
に
働
く
か
ど
う
か
を
調

べ
る
テ
ス
ト
ボ
タ
ン
が
つ
い
て
い
ま

す
。
月
に
一
回
程
度
ボ
タ
ン
を
押
し

て
、
ス
イ
ッ
チ
が
切
れ
る
か
ど
う
か

テ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

-
漏
電
し
ゃ
断
器
は
メ
ー
カ
ー
に
よ

っ
て
取
扱
い
が
若
干
違
い
ま
す
が
、

し
ゃ
断
器
に
取
扱
説
明
が
明
記
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
た
し
か
め
て
く
だ

さ
い
。

( 10月 14 日 ~20 日は行政相談週間)生かしましょうあなたの声を

一
お

わ

び

と

訂

正

一

9
月
日
日
号
の
、
秋
の
狂
犬
病
予

防
注
射
の
記
事
で
、
手
数
料
3
3
0

0
円
(
日
年
度
登
録
済
み
の
犬
は
、

1
2
0
0
円
)
と
あ
る
の
は
、
手
数

料
3
3
1
0
円
(
印
年
度
登
録
済
み

の
犬
は

1
2
1
0円
)
の
誤
り
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

※行政に



麻
し
ん
(
は
し
か
)
予
防
接
種

該
当
す
る
幼
児
・
生
後
四
か
月

1
η

こ
と
の
な
い
幼
児

か
月
ま
で
の
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
・
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

(4) b むおお"川川"川川川"川川"川川川l川川川川"川川川"川"

麻 しん予防接種指定医院

医院名 {主 所 電話

松井医院 久原 2丁目 ③6624 

寺井医院 玖島郷 ②3574 

松尾医院 玖島郷 ②4412 

田川小児科医院 東本町 ②4000 

近藤医院 東本町 ④ 1 166 

朝長医院 杭出津 2丁目 ④5000 

上田医院 諏訪 1丁目 ②3505 

出口小児科医院 諏訪 3丁目 ②2252 

与 那 城 医 院 池田新町 ③5575 

沢田 医院 小路口本町 ⑤ 1507 

今回内科医院 桜馬場 2丁目 ④5588 

桝本医院 大川田町 ⑤ 8355 

原 医 院 宮小路 1丁目 ⑤8427 

牧山医院 宮小路 2丁目 ⑤7831 

長崎医院 寿古郷 ⑤8615 

の
な
い
幼
児

接
種
方
法
個
人
接
種
で
す
の
で
直

接
、
指
定
さ
れ
た
医
院
で
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金

無

料

接
種
期
間

日
月
1
日
間
1
1
月
初
日
幽

お
願
い
・
接
種
の
時
は
母
子
健
康
手

帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
と

前
後
、
約
1
か
月
間
は
ほ
か
の
予

防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で

各
医
院
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

来年、小学校に入学する子供

の健康診断を行います。

なお、該当する家庭には健康

診断通知書が届けられます。

該当する子供

昭和53年 4 月 2 日 ~54年 4 月

1日生まれ

月 日 字 校 名

10.12幽 鈴田小

17(水) 三 浦小

18(木) 松原小、旭が丘小

19幽 福重小、東大村小

22(月) 西大 村 小

萱瀬小、黒木小
23伏)

富の原小

24(*) 竹松小

26幽 放虎原小

30げに) 大 村小

31(水) 三城小、中央小

~~時宮司~[Jâ

程日健康診断

-E'.E'.E'.~\ff!ff\ifff\E""E\~\.gレントグン検診を行います
¥-../ 

次ま
現事小 の た 結
在業学人、核
、所校以肺の

結で入 外 ガ撲
核定学はン滅
治期前 全 ゃを

害警2星野E
丙Z訪義援Y
人受児し患し
おけおまもて
よるよし診行
び人び よ断 い
妊 小 う で ま
娠虫きす
甲両ま
のなす
人

時間:午後 1時30分から(予定)

月日 場 所 Z寺 間 月日 場 所 時 間 J
黒木小学校 10:00~10:30 寿古公民館 9:30~12:00 

10.19(封
萱瀬出張所 11 : 00 ~ 12 : 00 松原出張所 13:00~ 15:00 

10.15(月)
原郷公民館 13:00~14 :00 立福寺(舟森商庖前) 9:30~12:00 

荒瀬公民館 14:30~15:30 
22(月)

福重出張所 13: OO~ 15: 00 

鈴田出張所 9:30~12:00 原口第 一 公民館 9:30~12:00 
23伏)16(;/¥) 陰平 下公民館 13: OO~ 14: 00 

竹松本町第一公民館 13:00~15 : 00 

中里 (平野商庖前) 14: 30~ 15: 30 
宮小路公民館 9:30~12:00 

今村公民館 9:30~10:30 24(剥
大村農業改良普及所 13: OO~ 15: 00 

溝陸公民館 11 :OO~ 11: 30 
17(水)

三浦 出張所 l

竹松出張所 9:30~12:00 
13:00~14:00 

西部公民館 14:30~15:30 
25(木) 黒丸公民館 13:00~14:00 

東光 寺公民館 9:30~10:30 
富の原 2丁目公民館 14:30~15:30 

18(木) 野岳湖(小川商庖前) 11 : 00 ~ 12: 00 中地区公民館 9:30~12:00 
26幽

武 留 路公民館 13: OO~ 15: 00 市 f支 所 13 :00~ 15:00 

間合わせ先:生活環境課衛生係
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4
0
0人
の
お
年
寄
り
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

(
%
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
)

敬
老
の
日
記
念
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
、
歌
に

踊
り
に
日
頃
の
芸
を
被
露
。
一
日
中
、
楽
し
い

笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

市政だより(5) 

( 

九州各県から21チームが出場

(% 市民体育館)

第6回九州地区勤労青少年ホームスポー

ツ受流会が聞かれ、 21チーム、約 200人の

若者が卓球に汗を流しました。大村市勤労

青少年チームは、団体で2位、個人で中嶋

則昭さん (市役所)が優勝という見事な成

績でした 。 ~

勾
臼
日
目
見
守

3
3

、恥

‘青春の 1ページを飾る運動会(%大村高校)

大村高校定時制がナイタ一運動会を開催。

生徒の皆さんは仕事の疲れもみせず、若さいっぱい競技を

続けていました。

対
象
と
な
る
幼
児

昭
和
弘
年
4
月
2
日
1

日
年
4
月
1
日
生
ま
れ

※
三
浦
幼
稚
園
は
、
昭

和
田
年
4
月
2
日
1

同
年
4
月
1
日
生
ま

れ
の
幼
児
も
受
け
付

け
ま
す
。

受
付

日
月
日
日
開
1
白
日
側

申
込
方
法
各
幼
稚
園
に

あ
る
願
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ

い。

間
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
庶
務
課

員

幼稚園名 人員仇) 幼稚園名 人員仇)

三浦幼稚園 40 中央幼稚園 80 

鈴田幼稚園 40 竹松幼稚園 160 

大 村 幼稚園 160 松原幼稚園 40 

三 城幼稚園 80 福重幼稚園 40 

西大村幼稚園 120 放虎原幼稚園 80 

※子育て電話相談室 (毎週火・金曜日、午前10日寺~午後 5時)

人集募

2③4070 

対
象
と
な
る
幼
児

昭
和
同
年
4
月
2
日
1

日
年
4
月
1
日
生
ま
れ

々

-

霊

園

配

布

ヂ

イ

日
月
初
日

ωi白
日
ωw

L
¥ヴ
ペ
北

~
6
0
一
、
』

ι

受

付

日

月
1
日
肘

f

叶
方
ド
¥
コ

間
合
わ
せ
先

f

L

7

大
村
聖
母
幼
稚
園
植
松
二
丁
目

m
l
1

2
②
2
0
4
8

長
崎
星
美
幼
稚
園
水
主
町
二
丁
目
制
1
7

E

②
2
4
7
3

向
陽
幼
稚
園
西
三
城
町

m

g③
6
2
6
2



(6) 

秋

季

慰

霊

祭

日
時
日
月
初
日

ω

午
前
日
時
初
分

1
正
午

場
所
県
忠
霊
塔
(
三
城
町
)

お
願
い
当
日
、
忠
霊
塔
周
辺
の
道

路
は
一
般
車
両
の
通
行
を
一
部
制

限
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ

※
遺
族
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
届
か
な

い
人
は
、
福
祉
課
、
各
出
張
所
ま

た
は
遺
族
会
で
お
受
け
取
り
く
だ

さ
い

か舗
足場
当;~

2事
ま 詰
す

⑧ 

語
紙
の
ひ
xwぽ

A し で(こ申昔 ニ 好 て え 丈 も や 歯 る 寄斗イ いセ士ボ 一層ホす
もて す し あか ユ ま い て減のわざのり はアボ まン の ラ届老 l よ「
ももねめえら lれま料塩 、ら わ だ が 「のラすタ指ンけ人ム」お
も お 。な と あはるす理をそか り か食 お皆ン o 1導テる 40へとば
B いてかどかる、メ 。し考 し い の ら べ 年 さ テ のをイ弁人j レ 、あ
号 、 調 受ア当にパ毎 ち

i 戸~朝国ー-扇画面 塁手ド七?Z
~ ~-側照明曹関園周鵬沼田 1 で 、健市を 、日 、

~ .:"，衰えJ暗号玲在、空唱 、 草壁Z虫房民主主
~ ら./^.i};・醤忌 '\ソ十円と蒋‘"" '..-.'...' 句吋 し福栄婦まの日当
? 髭 一 世竺票1iγムム議駐す:r-..:~，;...;義弘之 i て祉養 人 主独 、 で広島 、..，C;:-<.九品俊樹白戸酒.4'-•. ~..，r &II!粧 を

3 hj正三'こユド民遁 ‘-，

b 

い 朝い よ 心 し
まかでお」をく
すらす年とこ食
。楽よ寄話め べ

し 。りしてて
み毎 も で作も
で月「くつら
す 1 とれてえ
」日て たいる

険 酒田広~..::..O:íiI 信 ととも。る よ
~ 0盟議垂ー哩園掴園圃園ー臨llLtl 量品芸 Zぢ
} 今日のメニューは、小鯛の塩焼きに煮物…… 土日ド 玄只~ I ~ V ，"，'~ -...L 、.J.;;;pJV""咽品c'，'-~~"'/.J ではし す、

※耳とことばの相談日(10月 20 日(土)、午後 1 時~3 時、総合福祉センター)

むお

昭:Zみま苦言皆雪 10 みん怠で
和ま め 見た動福さ り月 rv-¥，-r、n ，.-r、rち~('V"\. ~.C""'-\ 
58 すの舞、な祉んま 1 、 ν1γ~ ，. I Iハ〉ーずと〆『コ1=司1.'A 、-'~C-、

iA喜三軒は ¥r''-=" ¥.:::ノ"-="\.::)巳~~乙ノ
きど恩広ゃい 。ら 赤い羽根ー共同募金運動始まる

tiifeif i --1i一世 叩… E£心日
で を祉やれ祉た金 砂 一一三 ~勺二;ç:- 幽 -0' .. 
8 果を被ま団募 蓮

f E下付票E~ ""，.~.1C 向

j
独

居

老

人

給

食

サ

ー

ビ

ス

ー

お

向陽町に完成した「あかいはねあそび‘ば」

H川i

特
別
給
付
金
国
庫
債
券
の

担
保
貸
付
け

を
行
い
ま
す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
、

第
叩
回

国
庫
債
券
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象

に
貸
付
け
が
行
わ
れ
ま
す
。

貸
付
条
件
低
所
得
者
の
人
で
事
業

資
金
に
限
り
ま
す
。

間
合
わ
せ
先
福
祉
課
社
会
係

万
9
3
7
9
円
の
墓
釜
実
績
を
収
め
、

市
内
の
在
宅
老
人
福
祉
事
業
や
民
間

保
育
園
の
裏
目
費
な
ど
に
、

7
1
4

万
1
0
0
0
円
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
の
胸
に
も
赤
い
羽
根
|
|

共
同
募
金
運
動
に
皆
さ
ん
の
暖
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
取
扱
い
・
間
合
わ
せ
先

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
、

告
③
1
3
5
1
)

献
血
に
ご
協
力
を

大
村
市
献
血
協
力
会
で
は
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協
力
を
得
て
、
街

頭
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
'
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

叩
月
ロ
日
働

午
前
9
時
初
分
i
午
後
3
時
叩
分

場
所

市
民
会
館
東
側
駐
車
場



ら川

ス
ポ
ー
ツ

開会 果!
大鈴三 フ 会 l場 場 皆 zム 10月10日・体育の日
村田浦 ト|式 ル ・ さ競が2::川 11 補 ソんい出 古里嘘怯大ゐ

内今 l湯 午市 助 フ、合場 町3民稼奴 寓
ー 倉 村ルチ前 民ど ト ごいし 司

一 --------1 9体フボ声ま、勝は けをポ深てく
丁 男 人 時育ン |援す日抜、市ら高 lめのス体
目 子? 館ドルく 。頃い各民れめ ツ、理ポ育
支 "-" I 市 、 11 だ の で地球てるを積解 lの

民 パ市さ 練き区技いた す 極 と ツ 日
原 体 レ営い 習た予大まめる的関には

育 l野 。 の 24選 会すに 意 に 心つ
A 館 ボ球 成チをに 。設欲 ス を い 広

むおお市政だより(7) 

西
大
村
:
・
桜
馬
場
一

萱
瀬
・:荒
瀬

竹
松
・:
鬼
橋
A
・
小
路
口
本
町
A

福
重
・
:
A
7
富
A
-
A尋問国

B

松
原
:
吉
本

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(女
子
)

三
浦
・
:
溝
陸

鈴
田
・
・
・陰
平
下

大
村
・
:
須
田
の
木
・
田
の
平

西
大
村
:
・
古
町
・
桜
馬
場
一

萱
瀬
・
・
・
荒
瀬

竹
松
:
富
の
原

一
丁
目
・
鬼
橋

福
重
:
・立
福
寺
・
沖
田

松
原
・
:
浦
二
区

西
小
路

大

村

市

体

操

教

室

日
時叩

月
日
日

ω
午
後
3
時
1
5
時

叩
月
比
日
間

午

前

9
時

1
正
午

場
所

大
村
園
芸
高
校
体
育
館

対
象
・
{
疋
員

小
学
5
年
生
1
中
学

3
年
生
、
印
人

内
容

マ
ッ
ト
、
と
び
箱
、
鉄
棒
、

平
均
台
、

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

参
加
料

6
0
0
円

(
ス
ポ
ー
ツ
安

全
童
保
険
料
を
含
み
ま
す
)

申

込

先

〒

蹴
諏
訪
三
丁
目
的
の
日

塚
崎
正
紀
(
申
込
用
紙
は
教
育
委

員
会
体
育
課
に
あ
り
ま
す
)

申
込
期
限

叩
月
9
日

ω必
着

間
合
わ
せ
先
宮
⑤
8
3
1
8
(
郡

中
一字
校
、
塚
崎
)
、
宮
④
3
1
2

2
(
園
芸
品
校
、
吉
村
)

婦

人
初

心

者

水

泳

教

室

期
間

叩
月
日
日
ω
1
1
月
日
日
制

週
2
回
(
火

・
木
曜
日
組
、
水
・

金
曜
日
組
)
、
午
後
2
時
1
4
時

場
所勤

労
者
体
育
施
設
屋
内
プ
l
ル

対
象
・
{
吾
貝

婦
人
、
初
人

(各
組
叩
人
)

参
加
料

3
0
0
0
円

傷
害
保
険
加
入
金

3
8
0
円

受
付

叩
月
4
目
的
l
日
日
嗣

申
込
方
注
直
接
、
体
育
課
ヘ
。

※
電
話
、
は
が
き
な
ど
で
の
申
し

込
み
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

コ
ミ
z
-
2
7
イ

包
ン
タ
1

8
④

3
1
6
1
 

手
づ
く
り

つ
け

も

教

室

の

地
域
の
産
物
を
利
用
し
た
つ
け
も

の
を
つ
く
り
ま
す
。

期
日

山
月
四
日
也
、
訂
日
側
、
日

月
8
日
閥
、
午
前
日
時

i
正
午

対
象
・
{
吾
貝

成
人
、
犯
人

受
講
料

無
料

(教
材
費
は
実
費
)

講
師

原
口
カ
ズ
子
先
生

場
所

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
方
法

電
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
。

受
付
開
始

叩
月
5
日
幽

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

初
心
者

社
受
ダ
ン
ス
講
習
会

期
間

叩
月
刊
日
1
ロ
月
日
日
、
毎

週
水
曜
日
、
午
後
7
時
ぬ
分
1
9

時
初
分

場
所

市
民
会
館

会
費

3
0
0
円

申
込
方
法

当
日
、
会
場
ヘ

間
合
わ
せ
先

大
村
社
交
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
(
宮
③
2
6
6
3
朝
長
)

青少年非行防止パネル展

ひろがる雇用 (10月は高齢者雇用促進月間です)

10月 4 日 (木)~ 10月 11 日 (木) 鈴田出張所

10月 12 日制~10月 1 8 日 (木) 中地区公民館

10月 19 日 (劃~10月 25 日 (木) 萱瀬出張所

10月 26 日 (到~ 11 月 1 日 (木) 福重出張所

11 月 2 日 (封~ 11 月 8 日 (木) 竹松出張所

11 月 9 日 (封~11 月 15 日 (木) 松原出張所

※各会場とも最終日は午前中ま で

葉書午留品Z喜f堂芸富
晶 前生 ど 、た (しの

中 910時、石 ので か原
鉄地時月代長 器 を つ 発 遺
文区 ¥11の 崎なはか見跡
、公午日遺 地 ど じ)さは

カ民後 (木)跡 方がめが れ
メ館 4 ¥で を発住 3 て 全
棺工時 17す代見居本い固
な 芸 30日 。表さ跡もなで
ど 室分 (利 すれや出 いも

冒⑭局自問司
開 講 テ場日 .

(会 合 学 師 文 l所 午 時 1
宮 教 わ 芸化 マ 後 講

?喜美員号 富EA背雲
3 、 下 美 の区 ¥ 13杢
7中教川術 原公 3 日 開

立豊喜義援 護言誌ω管
公員先館 と講分 ま
民会生主 大堂 す
館社任村 | 

生かす経験※高齢者
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公害
加
入
権
を

:1:::' 

!1c 

ま

す

し

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電
話

加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

叩
月
8
日
間
午
後
1
時
却
分

場
所

市
役
所
第
二
会
議
室

公
売
方
法

一
盤
翠
入
札

代
金
納
付
期
限
即
納

持
っ
て
く
る
も
の
印
鑑
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

物
件

(大
村
局
)

④
2
0
5
6

④
3
5
1
5
 

③
5
3
1
8

③
5
8
5
7
 

②
4
3
5
5

③
0
5
9
1
 

⑤
4
8
0
9

③
4
8
8
5
 

⑤
7
9
5
8

⑥
0
8
9
0
 

間
合
わ
せ
先

税
務
課
収
納
係

※
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い

場
合
は
、

売
却
決
定
を
取
り
消
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
お
知
ら
せ
は
、

9
月
お
日
現
在
で
し
て
い
ま
す
。

公
売
開
始
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も

の
に
つ

い
て
は
、
公
売
を
中
止
し

ま
す
。

(ひがんばな〉

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
文

募

集

中

新
し
い
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
時
代
に
お

け
る
生
活
の
あ
り
方
に
関
す
る
論
文
、

エ
ッ
セ
イ
を
墓
集
中
で
す
。

テ
ー
マ
・

こ
れ
か
ら
の
省
工
、不を
考

・え
ス国

・
家
庭
や
学
校
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育

・
私
の
省
工
、
不
ル
ギ
l
ラ
イ
フ

応
募
方
法
・

B
4
判
制
字
詰
原
稿
用

紙
5
枚
程
度
で
未
発
表
の
も
の

0

.
応
募
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が

郵
送
に
限
り
ま
す
。

-
作
品
の
裏
に
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)

住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢、

職
業
、

テ
l
マ
、

タ
イ
ト
ル
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

応
募
期
限

日
月
日
日
同
、
当
日
消

印
有
効

応
募
先

側
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

l
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
文
コ
ン
ク
ー

ル
係

(干

福
岡
市
博
多
区
博
多

駅
東
2
1
8
1
お
よ
し
み
ビ
ル
)

自
衛
官
・
学
生
募
集

①
防
衛
大
・
間
衛
医
科
大
学
校
生

資
格

高
校
を
卒
業
(
見
込
み
を
含

む
)
し
た
人
で
幻
蔵
未
満
の
人

受
付

日
月
1
日
間
i
u
日

ω

試
験

(
一
次
)

・
防
衛
大
1
1
月
3
日
ω
1
4
日
仰

防
衛
医
科
大
11 

日 11
(日)月

10 
日
(土)

11 

①
霊
建
立
エ

資
格

高
校
を
卒
業

(見
込
み
を
含

む
)
し
た
人
で
勾
歳
未
満
の
女
子

受
付

叩
月
1
日
間
1
1
月
日
日

ω

試
験

(
一
次
)
日
月
日
日
間

①
二
等
陸
・
海
・
空
士

資
格

四
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男
子

受
付

随
時

試
験

受
付
け
の
時
、
指
定
し
ま
す
。

①
申
込
・
間
合
わ
せ
先

自
衛
隊
大
村
墓
薬
事
務
所

(
宮
②

6
2
1
7
)

花
ま
つ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト

選

者

表

当

発(
敬
称
略
)

中
田
浩一
一二
西
大
村
本
町
)
、
松
本

安
弘

(片
町
)
、
才
木
敏
子
(
古
町
)

山
口
則
子

(久
原
郷
)
、
池
田
せ
い

子

(
諏
訪
二
丁
目
)
、
高
瀬
悟

(札

ノ
町
)
、
管
野
谷
平

(
重
井
田
郷
)

久
富
栄
子
(
久
原
団
地
)
、
嶋
原
幸

彦

(宮
小
路
三
丁
目
)
、
中
村
逸
喜

(宮
小
路
)
、
高
田
信
幸

(水
主
町

一
丁
目
)
、
法
村
弘
美

(久
原
郷
)

浜
田
俊
幸

(
外
浦
小
路
)、

川
股
隆

明
(
本
町
)
、
石
本
マ
サ
、
田
中
睦

俊
(
以
上
、
平
戸
市
)
、
松
本
昇
、

桑
原
美
江
子
、
田
中
徳
行
、
竹
下
真

弓

(以
上
、
長
崎
市
)
、
植
田
英
夫
、

長
浜
光
芳
、

太
田
真
哉

(以
上
、
諌

早
市
)
、
吉
田
美
智
子
、
高
原
美
保
、

西
川
三
枝
、
茂
松
輝
政

(以
上
、
佐

世
保
市
)
、
森
す
け
た
だ

(
東
彼
杵

町
)
、
秋
月
六
一
一
(
嬉
野
町
)
、
藤

沢
良
春

(福
岡
市
)

問
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
係

ふ
る
さ
と
産
品
ま
つ
り

県
内
の
特
産
品
の
普
及
宣
伝
の
た

め
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
間

日
月
5
日
幽
i
m
日
制

場
所

佐
世
保
玉
屋

出
品
物
・
農
林
水
産
品
、
加
工
品

・
民
工
芸
品

・
ふ
る
さ
と
産
業
振
興
策
で
と
り
あ

げ
ら
れ
た
県
産
品

肥
大
村
青
年
会
議
所

創
立
お
周
年
記
念

講

.0‘ 
%x 

演

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

叩
月
比
日
佃

午
後
3
時
1
5
時

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師

松
下
電
器
産
業
洗
濯
機
事
業

部
長
松
下

正
幸
氏

…
…
"
制
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

防
犯
灯
1
基

《香
典
返
し
》

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
三

・
四
丁
目
商
庖
会
l
l
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
赤
水
清
春

(本
町
二
丁
目
)
大

村
子
供
の
家
へ
1
万
1
4
6
3

円
マ
藤
戸
幸
一

(
久
原
二
丁
目
)
大

村
子
供
の
家
へ
古
衣
2
箱

マ
長
崎
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
側
l

大
村
子
供
の
家
へ
花
火
3
袋

マ
古
典
を
読
む
会
リ
大
村
子
供
の

家
へ
折
り
紙
と
紙
芝
居
慰
問

敬

語

向
社
会
福
祉
協
議
会
へ

一
マ
原
口
太
丸

(西
本
町
・

亡
母
ム

一
ラ
)
叩
万
円

い
マ
森
末
雄

(
小
路
口
町

・
亡
父
豊

政
)
3
万
円

マ
丸
田
蔦
枝

(古
賀
島
町

・亡
夫

近
)
初
万
円

〈
一
般
寄
付
〉

議
略

へ
村
誠
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
師
会
l
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